
大分に来て30年近く、別府に住んで20年になります。
美味しい食べ物と大自然と日本一の温泉、親切で、率直、温かい人達、居心地の良い第二の
ふるさとになりました。
仕事は精神科勤務等を経て、今はフリーです。
末娘である5歳の愛猫“まりん”をいつも抱いて月を眺めています。
昨年初めに、故郷の身内ががんに罹ったこと、その後別府医療センター連携室のたまちゃん
さん達との出会いをきっかけに、このサロンに参加させて頂くことになりました。
 サロンで初めて皆さんにお会いして、優しく、楽しい雰囲気の中で、たくさんのことを教
えて頂きました。大好きな別府の町で、又一つつながったこのご縁を大切にしたいです。
どうぞよろしくお願い致します。

⻘ちゃんこと（⻘⼭精志郎）

イラスト・書道（師範）が好き。

トークの切れ味抜群！モノマネも得意！

別府市に⽣息しています。

料理も好きで、酒の肴は⾃分で作ります。

⾬ニモ負ケズ癌ニモ負ケズに⽣き抜きます。

皆さん、こんにちは。あじさいの花が日ごとの色づいて来ましたね。
�⽉�も�さんと共にサロン＆陽だまり��を盛り上げてくれるメンバーさんをご��します��

４⽉のOhanaに��してくれた「まりんちゃん」、陽だまり��５⽉�に�き�きイラストを提供してくれた「⻘ちゃん」で
す☆そして、ケアキャップの作成もがん�者さんやボランティアの�々と⼀�に��っておりますので、時々その��をお�

えしていけたらと思います。�しんで�んでいただけますように♡

たかちゃんコラム
　色々な方々のご協力により、クラウドファンディングも無事終了しました。
返礼品の手作りのケアキャップ作成にあたり、生地選び、サイズ感、実際に治療中の方にかぶっていただき感想を
もらったりと、意見を出しながら作成していきました。
県外の方からのケアキャップの問い合わせもあり、「応援しています。」「今治療中なんです。このような帽子を探し
ていました。」「家族が近々治療を始めるのでプレゼントしたい」など直接電話でお話しする機会も数多くありまし
た。
ひとりひとりの生活の中でドラマがあり、そこに我々の活動が関われていることが凄く嬉しかったです。
　現在は9色の帽子ができあがり、これからも心を込めて帽子を作成していこうと思います。

まりんちゃん

陽だまり新聞
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青ちゃん個展
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お問�せ先 ：☎ 0977−75−6053
 協⼒�療���別��療センター
      （がん相��援センター）


